
【資料 11】 

 

当事者団体連絡会報告 

 

 

 

(平成 26 年 3 月～平成 26 年 6 月) 

 

開 催  平成 26 年 3 月・4 月・5 月・6 月 

内 容  (1)啓発活動として、今年度も市民の方に向けて「福祉のつどい」への参加、 

障がいのある方や家族に向けて「つどい」を企画し検討した。 

     (2)相談支援事業についての当事者側からの「気づき」などを確認した。 

 

 

 

1. 春日井市民に向けての啓発活動を企画・実施する。 

 

目的   「障がいのこと、障がい者のこと」を知ってもらう。 

テーマ  「春日井のまちで元気に楽しく」 

      ～障がいのある人も生きにくさのある人もみんな一緒に～   

 

日 時  11 月 8 日（土）午前 10 時～午後 3 時 

場 所  総合福祉センター (場所未定) 

対象者  春日井市民、障がいのある方やその家族 

 

内 容  「福祉のつどい」に当事者団体として参加する。 

1. DVD（一人暮らし編）の上映 

2. 一般の人との交流の場 

(各団体の物品販売・チラシ設置・本人参加等) 

3. 日中活動事業所の地図展示 

 

 

 

2. 相談支援事業について 

・「基幹相談支援センター」となった「しゃきょう」が、事務局として当事者団体連絡

会に参加することになり、意見交換ができるようになった。 

・相談支援事業はまだ十分周知されていないことがわかり、啓発活動が必要だと思う。 

・異動などにより相談員の変更があるので、相談員とコミュニケーションを取ってい

くことが大切である。 

 


